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本
記
事
で
は
町
立
移
管
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
、
高
校
と
町
に
ど
の
よ
う
な
力

を
生
み
出
す
の
か
を
考
え
る
。

　

生
徒
数
減
少
を
前
に
し
て
予
め
用
意
さ
れ
て
い
る
規
準
に
よ
っ
て
自
動
的
に
高

等
学
校
の
統
廃
合
を
行
う
の
で
は
な
く
、
岐
阜
県
や
島
根
県
の
よ
う
に
「
再
編
整

備
を
行
う
前
に
高
校
の
活
性
化
を
優
先
す
る
方
針
」
が
示
さ
れ
る
事
例
が
出
て
き

た
（
屋
敷 

二
〇
一
九
，  

本
多 

二
〇
一
九
）。『
地
域
人
材
育
成
研
究
』
第
3
号
が
報
告

し
た
よ
う
に
奥
尻
町
立
北
海
道
奥
尻
高
等
学
校
は
、
廃
校
化
さ
れ
る
前
に
地
元
の

県
立
高
校
を
町
立
に
移
管
し
て
地
域
高
校
協
働
に
よ
っ
て
高
校
を
魅
力
化
・
活
性

化
し
た
事
例
で
あ
る
。『
地
域
人
材
育
成
』
第
3
号
及
び
第
4
号
は
訪
問
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
校
の
魅
力
化
・

活
性
化
の
背
景
と
内
容
を
な
る
べ
く
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
先

行
研
究
を
中
心
に
必
要
に
応
じ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
町
立
移
管

に
焦
点
を
当
て
町
と
高
校
が
連
携
し
両
者
が
主
体
化
・
自
律
化
し
て
活
性
化
す
る

背
景
と
過
程
を
検
討
し
た
い
。

　
１　
町
が
存
続
の
主
導
権
を
持
つ

　

内
閣
府
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
二
〇
一
九
」（
令
和
元
年
六
月

二
一
日
閣
議
決
定
）
は
「
地
域
に
お
い
て
地
域
な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
を
創
造

す
る
人
材
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
地
域
や
産
業
界
に

求
め
ら
れ
る
人
材
等
の
育
成
」
を
行
う
観
点
か
ら
市
町
村
が
高
等
学
校
の
運
営
に

参
加
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
。

 

論
考設

置
者
移
管
と
地
域
住
民
に
よ
る
内
発
的
高
校
改
革

―
―
奥
尻
高
校
の
町
立
移
管
か
ら
高
校
魅
力
化
の
地
域
主
義
的
転
回
を
考
え
る
―
―

日
本
女
子
大
学　

樋
田
有
一
郎

キ
ー
ワ
ー
ド
：
高
校
魅
力
化
、
町
立
移
管
、
地
域
主
義
的
転
回
、
町
立
移
管
費
用
、
ま
な
び
じ
ま
奥
尻
、
全
国
募
集
、
内
発
的
改
革
、

分
校
化
型
、
運
営
面
地
域
連
携
型
、
設
置
者
移
管
型
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高
等
学
校
は
多
く
の
場
合
が
都
道
府
県
ま
た
は
私
立
に
よ
り
設
置
・
運
営

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
に
必
要
な
人
材
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
は
市
町

村
が
学
校
運
営
の
重
要
な
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

高
等
学
校
を
核
と
し
た
地
方
創
生
に
取
り
組
む
高
等
学
校
の
学
校
運
営
協
議

会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
委
員
に
、
市
町
村
長
又
は
市
町
村
教

育
長
等
の
参
画
を
促
進
す
る
な
ど
、
実
質
的
に
市
町
村
が
高
等
学
校
の
運
営

に
参
画
で
き
る
よ
う
な
協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
。（
内
閣
府　

二
〇
一
九
）

　

奥
尻
高
等
学
校
の
町
立
移
管
は
、
全
国
の
地
元
地
域
の
高
等
学
校
改
革
を
進
め

よ
う
と
す
る
市
町
村
に
と
っ
て
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
挑
戦
で
あ
る
。
た
び
た
び
モ

デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
島
根
県
の
「
離
島
・
中
山
間
地
域
の
高
校
魅
力
化
・
活
性
化

事
業
」
と
の
比
較
で
は
、
島
根
県
で
は
設
置
・
運
営
の
う
ち
設
置
の
部
分
で
県
立

の
位
置
づ
け
を
変
え
ず
に
、
運
営
の
部
分
で
地
元
行
政
や
町
民
が
財
政
的
支
援
お

よ
び
人
的
支
援
の
参
加
度
を
高
め
て
魅
力
的
な
高
等
学
校
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
奥
尻
高
等
学
校
は
設
置
者
を
道
立
か
ら
町
立
へ
と
移
管
し
た
結
果
、

ま
さ
に
町
の
高
等
学
校
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

　

奥
尻
高
等
学
校
が
町
立
移
管
を
行
っ
た
大
き
な
理
由
は
「
学
校
の
存
続
を
北
海

道
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
地
元
が
主
導
権
を
持
ち
た
い
」（
干
場 

二
〇
一
七
）
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
本
研
究
会
の
奥
尻
町
教
育
委
員
会
事
務
局
局

長
の
桜
花
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
町
立
移
管
が
当
時
の
町
長
主
導
で
決
ま
っ

た
こ
と
、
背
景
に
は
存
続
の
心
配
が
あ
る
高
校
で
は
生
徒
が
集
ま
り
に
く
い
と
い

う
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
（『
地
域
人
材
育
成
研
究
』
第
３
号
）。

　
２　
町
立
移
管
の
費
用

　

島
根
県
の
高
校
魅
力
化
で
は
町
立
移
管
を
し
な
い
の
で
町
立
移
管
に
伴
う
費
用

負
担
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
島
根
県
の
事
例
で
は
、
町
は
県
立
高
等
学
校
へ

の
支
援
と
し
て
毎
年
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
支
援
員
の
人
的
支
援
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
支
援
や
各
種
事
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
寮
の
建
設
と
運
営

を
支
援
す
る
町
も
あ
る
。

　

青
森
県
の
五
戸
高
等
学
校
が
町
立
移
管
を
断
念
し
た
の
は
財
政
負
担
が
大
き

か
っ
た
た
め
だ
と
報
道
さ
れ
た
（
山
本 

二
〇
一
八
）。
わ
れ
わ
れ
は
、
五
戸
高
等
学
校

と
の
比
較
か
ら
、
な
ぜ
奥
尻
高
等
学
校
で
は
財
政
負
担
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
に

興
味
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
、
奥
尻
町
教
育
委
員
会
事
務
局
長
の
桜
花
氏
に
高
等
学

校
を
町
立
に
移
管
す
る
費
用
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
か
ら
の
支
援
策
と
し
て
、

建
物
（
学
校
、
校
舎
、
土
地
）、
教
職
員
住
宅
、
物
品
類
が
無
償
譲
渡
さ
れ
て
い
た
。

人
的
支
援
で
は
、
道
が
最
初
の
三
年
は
教
員
二
名
、
職
員
一
名
、
そ
の
後
の
二
年

は
教
員
を
一
名
単
独
で
加
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
施
設
等
の
支
援
と
い
う
趣
旨
で

道
か
ら
二
一
〇
〇
万
円
を
補
助
さ
れ
て
い
る
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校

の
人
件
費
は
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。
教
職
員
人
件
費
は
一
億
一
千
万
円
く
ら
い
で
、

だ
い
た
い
九
〇
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
の
交
付
税
が
入
る
の
で
、
町
立
移
管
で
年
間

二
〇
〇
〇
万
円
く
ら
い
が
町
か
ら
支
出
さ
れ
る
。
費
用
負
担
が
大
き
い
松
風
寮
（
寄

宿
舎
）
建
設
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
で
一
億
四
二
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
徳
久
（
二
〇
一
八
）
に
よ
る
と
町
立
移
管
の
際
に
教
職
員
の
身
分
等
の
保

証
が
課
題
と
な
っ
た
が
、
道
教
委
が
割
愛
人
事
を
認
め
た
こ
と
で
解
決
し
た
。

　

道
教
委
は
、
奥
尻
高
校
に
赴
任
す
る
教
員
の
身
分
を
赴
任
期
間
の
み
町
職

員
に
移
し
、
転
出
の
際
に
道
職
員
の
身
分
に
戻
す
割
愛
人
事
を
認
め
た
。
つ
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ま
り
、
奥
尻
高
校
の
教
員
配
置
は
こ
れ
ま
で
通
り
道
教
委
が
担
う
と
し
た
。

…
…
各
種
研
修
に
つ
い
て
も
、
費
用
負
担
は
町
が
お
こ
な
い
、
道
の
研
修
を

利
用
で
き
る
と
し
た
。
奥
尻
高
校
の
赴
任
を
他
の
へ
き
地
高
校
と
同
等
に
扱

う
こ
と
で
、
町
立
高
校
教
員
に
な
る
こ
と
の
不
利
益
を
回
避
し
て
い
る
。
給

与
等
の
身
分
保
障
は
町
の
所
管
に
な
る
が
、
町
は
従
前
と
変
わ
ら
ぬ
水
準
を

保
障
し
て
い
る
。（
徳
久  

二
〇
一
八
：  

一
九
一
―
一
九
二
）

　
３　
ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

こ
れ
ま
で
奥
尻
町
で
は
住
民
の
間
に
は
、
経
済
面
で
も
社
会
面
で
も
、
奥
尻
高

等
学
校
は
人
材
育
成
（
地
場
産
業
の
後
継
者
育
成
や
地
域
活
性
化
）
に
貢
献
し
て

い
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
高
等
学
校
と
地
域
と

の
間
に
“
距
離
”
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
尻
高
校
は
地
元
に
あ
り
な
が
ら
も
、
地
場
産
業
の
後
継
者
育
成
や
地
域

活
性
化
と
結
び
つ
く
教
育
内
容
を
も
た
な
い
。
小
中
学
校
は
地
域
に
根
ざ
す

の
に
、
高
校
は
接
点
を
も
た
ず
、
島
民
で
あ
る
生
徒
さ
え
町
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
・
協
力
す
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
。
経
済
面
で
も
地
域
社
会
の
面
で
も
、

奥
尻
高
校
は
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
と
は
思
え
な
い
と
い
う
不
満
が
募
っ
て

い
た
。（
徳
久   

二
〇
一
八
：  

一
九
二
―
一
九
三
）　

　

教
員
と
島
民
の
そ
れ
ぞ
れ
に
違
和
感
や
不
満
が
あ
る
中
で
、
町
立
移
管
を
前
に

し
た
奥
尻
高
等
学
校
は
下
記
の
よ
う
に
考
え
て
、
ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
た
。
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町
立
奥
尻
高
校
は
、
高
校
だ
け
を
学
び
の
場
と
す
る
の
で
は
な
く
、
島
に

あ
る
あ
ら
ゆ
る
教
育
資
源
を
積
極
活
用
す
る
。「
ま
な
び
じ
ま
」に
あ
る
高
校
、

こ
れ
が
新
生
高
校
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
特
有
の
教
育
実

践
を
「
ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
命
名
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
作
成
に
あ
た
り
俵
谷
が
重
視
し
た
の
は
、
地
域
に
開
か
れ
住
民
も
参
加
す

る
事
業
を
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
。（
徳
久   

二
〇
一
八
：  

一
九
四
）　

　

引
用
文
献
中
の
俵
谷
と
は
、
町
立
移
管
の
段
階
で
教
頭
と
し
て
赴
任
し
そ
の
後

町
立
奥
尻
高
等
学
校
の
初
代
校
長
と
な
っ
た
俵
谷
俊
彦
氏
の
こ
と
で
あ
る
。

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ル
ー
ン
」
と
い
う
英
会
話
教
室
が
ま
な
び
じ
ま
奥
尻
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
例
に
な
る
が
、
住
民
に
近
づ
く
た
め
に
高
等
学
校
の
校
舎
内
で

は
な
く
島
の
三
つ
の
地
区
で
開
催
さ
れ
、
教
材
に
は
観
光
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
が

使
わ
れ
て
い
る
。
高
校
生
も
参
加
す
る
が
中
学
生
や
大
人
も
一
緒
に
参
加
が
可
能

で
島
の
誰
で
も
が
参
加
で
き
る
し
、
参
加
が
し
や
す
い
工
夫
が
し
て
あ
る
教
室
で

あ
る
。

　
４　
島
外
生
（
島
留
学
生
）
の
受
入
れ

　

今
日
の
地
方
郡
部
の
高
等
学
校
の
教
育
改
革
を
特
色
づ
け
て

い
る
の
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
（
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
た
教
育
）、
生
徒
が
魅
力
を
感
じ
る
教
育
、
募
集
対

策
で
あ
る
。

　

奥
尻
高
等
学
校
は
町
営
化
に
際
し
て
、
募
集
対
策
と
し
て

全
国
募
集
を
開
始
し
た
。
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
最
初
の
島

留
学
生
が
入
学
し
た
二
〇
一
七
年
度
の
入
学
生
は
一
五
名
で

奥
尻
町
内
の
入
学
生
が
一
〇
名
に
対
し
て
第
一
期
の
島
留
学
生
は
五
名
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
八
年
度
の
入
学
生
は
二
二
名
で
、
奥
尻
町
内
の
入
学
生
が
六
名
に
対
し
て

第
二
期
の
島
留
学
生
は
一
六
名
で
あ
っ
た
。
調
査
訪
問
し
た
二
〇
一
九
年
度
の
入

学
生
は
三
一
名
で
奥
尻
町
内
の
入
学
生
が
一
六
名
に
対
し
て
第
三
期
の
島
留
学
生

は
一
五
名
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
度
は
入
学
生
は
三
一
名
で
、
奥
尻
町
内
が

一
〇
名
に
対
し
て
第
四
期
の
島
留
学
生
は
二
一
名
で
あ
っ
た
。
募
集
対
策
と
し
て

の
全
国
募
集
は
効
果
を
見
せ
て
い
る
。
な
お
、
全
国
で
見
る
と
、
県
外
生
募
集
を

行
う
高
等
学
校
は
、
二
〇
二
〇
年
度
で
三
四
一
校
で
あ
っ
た
（
文
部
科
学
省
「
公
立
高

等
学
校
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
県
外
か
ら
の
募
集
実
施
状
況
（
令
和
二
年
度
）」）。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
島
留
学
生
募
集
（
町
外
生
募
集
）
で

あ
る
が
、
奥
尻
高
等
学
校
の
全
国
募
集
は
生
徒
数
確
保
だ
け
が
目
的
で
は
な
か
っ

た
。
進
路
指
導
を
担
当
す
る
松
原
教
諭
は
卒
業
生
が
高
卒
後
に
島
外
に
出
て
い
き

な
り
多
様
な
人
と
触
れ
あ
う
と
島
外
の
生
活
に
不
適
応
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
高

校
時
代
に
島
外
の
生
徒
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
、
高
卒
後
の
島
外
で
の
生
活
へ
の
適

応
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
（『
地
域
人
材
育
成
研
究
』
第
３
号
）。
奥
尻
町

は
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
町
民
は
ど
の
子
が
ど
こ
の
家
の
子
か
を
す
べ

て
知
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
町
民
は
冗
談
め
か
し
て
老
人
同
士
は
お
互
い
に

幼
稚
園
以
来
の
恋
愛
歴
を
知
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た

他
県
で
の
訪
問
調
査
で
も
、
県
外
生
募
集
で
中
学
時
代
ま
で
の
固
定
的
な
人
間

関
係
か
ら
の
脱
却
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
樋
田
・
樋
田   

二
〇
一
八
，  

樋
田
有
一
郞  

二
〇
二
〇
a
）。
さ
ら
に
、
人
間
関
係
の
効
果
だ
け
で
な
く
、

県
外
生
か
ら
新
し
い
知
識
や
視
点
の
獲
得
も
行
わ
れ
る
。

　

人
間
関
係
の
変
化
が
少
な
い
奥
尻
島
で
は
、
島
外
か
ら
生
徒
が
入
る
こ
と

町内生 島留学生
2017 年度 10 人 5 人
2018 年度 6 人 16 人
2019 年度 16 人 15 人
2020 年度 10 人 21 人

表１奥尻高等学校入学者内訳
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で
島
に
活
気
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
島
内
生
は
、「
新
し
い
考
え
方

や
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
島
の
自
然
の
美
し
さ
に
気
付
い
た
」、「
島
外

生
が
元
々
住
ん
で
い
た
地
域
の
お
祭
り
や
学
園
祭
の
や
り
方
を
教
え
て
く
れ

て
、
学
校
行
事
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
・
島
の

振
興
に
向
け
た
課
題
の
発
見
や
解
決
に
も
、
新
し
い
考
え
方
や
ヒ
ン
ト
を
も

た
ら
す
点
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。（
高
嶋
ほ
か 

二
〇
一
九
： 
一
九
）

　
５　
公
立
高
等
学
校
の
移
管
と
内
発
的
改
革

　

筆
者
は
、
公
立
高
等
学
校
の
移
管
を
広
い
意
味
で
と
ら
え
て
設
置
と
運
営
の
観

点
か
ら
、
運
営
面
地
域
連
携
、
分
校
化
（
キ
ャ
ン
パ
ス
校
化
）、
設
置
者
移
管
の
三

つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
い
る
。
こ
れ
は
小
入
羽
・
本
多
（
二
〇
一
八
：
八
五
）
の
議
論

に
依
拠
し
た
タ
イ
プ
分
け
で
あ
り
、
筆
者
が
タ
イ
プ
名
を
新
た
に
名
付
け
て
議
論

を
行
っ
て
い
る
。

　

一
つ
め
は
県
教
育
委
員
会
が
設
置
管
理
す
る
県
立
高
校
の
ま
ま
、
高
校
と
県
と

立
地
自
治
体
と
が
連
携
を
模
索
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
る
。「
運
営
面
地
域
連
携
」

に
該
当
す
る
。
島
根
県
の
高
校
魅
力
化
は
「
運
営
面
地
域
連
携
」
に
当
た
り
、
設

置
者
が
島
根
県
の
ま
ま
で
県
に
よ
る
人
的
、
財
政
的
な
支
援
や
研
修
な
ど
の
支
援

が
行
わ
れ
、
町
も
人
的
、
財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
つ
め
は
同
じ
く
県
立
高
校
の
ま
ま
単
独
校
で
は
な
く
分
校
又
は
キ
ャ
ン
パ
ス

校
と
し
て
存
続
を
は
か
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。「
分
校
化
」
に
該
当
す
る
。
二
つ
め
の

タ
イ
プ
は
『
地
域
人
材
育
成
研
究
』
第
２
号
が
取
り
上
げ
た
愛
媛
県
立
今
治
北
高

等
学
校
大
三
島
分
校
が
こ
の
タ
イ
プ
に
当
た
る
。
統
廃
合
へ
の
過
渡
的
な
措
置
と

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

三
つ
め
は
設
置
者
を
変
更
し
て
存
続
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
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立
地
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
等
が
設
置
者
と
な
る
ケ
ー
ス
と
学
校
法
人
が
設
置
者

と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る
。
奥
尻
高
等
学
校
は
三
つ
め
の
タ
イ
プ
の
う
ち
の
市

町
村
等
が
設
置
者
と
な
る
ケ
ー
ス
に
当
た
る
。

　

奥
尻
高
等
学
校
の
ケ
ー
ス
は
廃
校
化
を
避
け
る
た
め
に
そ
し
て
町
が
高
等
学
校

存
続
の
主
導
権
を
持
つ
た
め
に
（
小
入
羽
・
本
多  

二
〇
一
八
）、
あ
る
い
は
廃
校
の
う

わ
さ
が
あ
る
高
校
へ
は
進
学
し
に
く
い
と
い
う
状
況
を
変
え
る
た
め
に
（『
地
域
人
材

育
成
研
究
』
第
３
号
、
第
４
号
）、
町
立
移
管
を
町
の
方
針
と
し
た
。

　

町
立
移
管
は
奥
尻
町
の
一
方
的
な
希
望
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
道
も
必
要

と
判
断
し
て
い
た
。
奥
尻
高
等
学
校
は
移
管
前
の
試
算
で
年
間
約
二
〇
〇
〇
万
円

の
町
の
負
担
増
が
予
想
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
試
算
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
が
移
管
に
踏
み
切
っ
た
背
景
の
一
つ
は
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
の
支
援

が
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
支
援
の
内
容
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、「
北

海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る
支
援
が
実
施
さ
れ
た
理
由
は
、
道
が
当
面
存
続
を
必
要

と
判
断
し
て
い
る
道
立
高
校
を
市
町
村
に
移
管
し
た
た
め
に
…
…
北
海
道
が
支
援

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
」（
小
入
羽
・
本
多   

二
〇
一
八
： 
八
七
）
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
山
岸
（
二
〇
一
六
）
の
内
発
的
改
革
の
議
論
か
ら
奥
尻
高
等
学
校
の
取

り
組
み
を
見
て
み
よ
う
。
山
岸
は
、
公
立
高
等
学
校
の
改
革
を
内
発
的
改
革
の
視

点
か
ら
四
つ
の
タ
イ
プ
に
整
理
し
て
い
る
。

　

地
場
産
業
と
の
連
携
（
長
野
県
蘇
南
高
等
学
校
）、
高
校
留
学
制
度
（
福
島
県
只

見
高
等
学
校
）、
中
高
一
貫
制
（
秋
田
県
矢
島
高
等
学
校
）、
教
育
課
程
の
改
善
（
島

根
県
矢
上
高
等
学
校
）
の
四
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
高
等
学

校
を
事
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　

奥
尻
高
等
学
校
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
山
岸
の
整
理
し
た
四
つ
の
内
発
的

改
革
の
す
べ
て
を
行
っ
て
い
る
。
奥
尻
高
等
学
校
の
内
発
的
改
革
の
特
徴
は
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
内
発
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
外
か
ら

与
え
ら
れ
た
改
革
や
い
わ
ゆ
る
教
科
書
通
り
の
改
革
で
は
な
く
て
、『
地
域
人
材
育

成
』
第
三
号
の
特
集
②
「
町
立
に
移
管
し
た
奥
尻
高
等
学
校
が
取
り
組
ん
だ
こ
と

（
一
）
経
緯
、
教
員
集
団
の
変
容
と
教
師
の
成
長
」
に
あ
る
よ
う
に
、
島
の
課
題
は

ギ
リ
ギ
リ
の
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
何
と
か
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
校
長
や
先
輩
教
員
か
ら
も
ま
ず
自
分
で
や
っ
て
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
若

い
教
員
が
育
っ
て
い
る
。
周
り
も
巻
き
込
み
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
駄
目

な
の
で
、
そ
れ
が
奥
尻
高
等
学
校
の
教
員
集
団
の
組
織
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
背

景
で
あ
る
、
と
の
語
り
が
あ
っ
た
。

　

具
体
的
に
見
る
と
、
ま
ず
地
場
産
業
と
の
連
携
で
は
本
号
（『
地
域
人
材
育
成

研
究
』
第
４
号
）
の
各
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
ら
れ
た
よ
う
に
、
総
合
的
な
学
習

（
二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
「
総
合
的
な
探
究
」）
の
時
間
の
一
環
で
地
元
の
潜
水
漁

業
と
連
携
し
て
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
さ
せ
た
り
、
奥

尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
や
「
町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
地
場
産
業
と
連
携
し
て

い
る
。

　

高
校
留
学
制
度
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
二
〇
一
七
年
度
か
ら
全
国
募
集
（
島

留
学
）
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
主
催
の
地
域

未
来
留
学
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
、
町
営
寮
の
建
設
、
帰
省
の
際
の
旅
費
の
補
助
な

ど
の
努
力
を
し
て
い
る
。

　

中
高
一
貫
制
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
奥
尻
高
等
学
校
と
奥
尻
中
学
校
は
物
理
的

に
同
じ
敷
地
内
で
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
特
別
教
室
の
利
用
や
メ
ン
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
高
校
生
に
よ
る
中
学
生
へ
の
指
導
）
の
導
入
の
ほ
か
、
教
員

間
の
交
流
も
あ
る
。

　

最
後
に
教
育
課
程
の
改
善
で
は
、
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時
間
の
枠
で
、
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特
色
の
あ
る
授
業
と
し
て
上
述
の
「
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
」（
※
奥
尻
高
等
学

校
の
授
業
名
は
こ
の
表
記
に
な
る
）
と
「
奥
尻
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
を
行
っ
て
い
る
。

後
者
は
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
広
報
を
通
し
て
地
域
の
発
展
を
担
お
う
と
い
う

活
動
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当

初
は
昼
休
み
の
一
五
分
を
利
用
し
て
島
内
の
様
々
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
招
き
講
話

と
意
見
交
換
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年
度
は
総
合
的
な

探
究
の
時
間
の
枠
内
で
水
曜
日
の
七
時
限
目
に
行
わ
れ
、
地
域
課
題
解
決
を
目
指

す
授
業
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
授
業
で
は
な
く
て
部
活
動
で
あ
る
が
、
オ
ク

シ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部 (
O
I
D)

を
立
ち
上
げ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
地
元
製
品
の
開
発
や
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
授
業
や
取
り
組
み
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
地
域
が
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
、
教
師
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
、
生

徒
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
奥
尻
高
等
学
校
に
お
け
る

内
発
性
は
、
必
要
だ
か
ら
と
か
や
り
た
い
か
ら
と
い
う
内
発
で
あ
っ
た
。

　
６　
町
立
高
校
の
教
育
へ
の
期
待

　

町
立
の
奥
尻
高
等
学
校
に
対
し
て
は
、
存
続
す
る
こ
と
（
募
集
対
策
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
）、
全
国
募
集
に
よ
っ
て
生
徒
の
固
定
さ
れ
た
人
間
関
係
を
打
破
す
る
こ

と
、
地
場
産
業
の
後
継
者
育
成
や
地
域
活
性
化
と
結
び
つ
く
教
育
を
行
う
こ
と
（
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
教
育
行
う
こ
と
）
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
住
民
か
ら
は
生
徒
が
将
来
、
奥
尻
島
を
支
え
る
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
期
待
が
あ
る
。
奥
尻
島
の
島
内
生
に
対
し
て
は
い
っ
た
ん
島
を

出
た
後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
欲
し
い
と
い
う
期
待
で
あ
り
、
島
外
生
に
対
し
て
は
島

を
出
た
後
に
Ｓ
タ
ー
ン
を
し
て
欲
し
い
と
い
う
期
待
で
あ
る
と
い
う
。
加
え
て
、

島
内
生
に
対
し
て
も
島
外
生
に
対
し
て
も
将
来
の
島
で
の
定
住
が
な
い
と
し
て
も

島
の
誇
り
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
期
待
が
あ
る
。
町
立
移
管
当
時
の
奥
尻
町
地

域
政
策
課
の
干
場
洋
介
氏
は
次
の
よ
う
に
奥
尻
高
等
学
校
の
教
育
内
容
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
奥
尻
島
へ
の
愛
着
や
、
誇
り
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
島
か
ら
巣
立
ち
、
社
会
へ
出
て
、
や
が
て
奥

尻
島
を
支
え
得
る
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
一
方
で
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、

世
界
で
も
活
躍
す
る
人
が
こ
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
も
ま
た
、「
奥
尻
島

の
誇
り
」 

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
奥
尻
高
校
が
存
続
し
て
い
く
上

で
、
町
立
学
校
に
し
て
よ
か
っ
た
と
保
護
者
や
地
域
住
民
が
感
じ
る
こ
と
は
、

…
…
奥
尻
高
校
の
取
り
組
み
、
現
役
生
や
卒
業
生
の
活
躍
を
通
し
て
感
じ
ら

れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
干
場  

二
〇
一
七
： 
八
一
）

　

近
年
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
島
内
生
・
島
外
生
を
問
わ
ず
将
来
の
島
で
の
定

住
が
な
い
と
し
て
も
関
係
人
口
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
に
島
と
か
か
わ
っ
て
欲
し
い
と

い
う
期
待
が
顕
在
化
し
て
い
る
（
樋
田
大
二
郎  

二
〇
二
〇
）。

　
７　
頭
脳
循
環
を
促
進
す
る
「
よ
そ
者
使
い
」

　

奥
尻
高
等
学
校
に
限
ら
ず
、
徐
々
に
、
離
島
・
中
山
間
地
域
の
高
等
学
校
が
卒

業
生
の
地
域
移
動
に
対
し
て
新
し
い
期
待
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
の
高

等
学
校
は
地
域
内
に
就
職
先
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
地
域
外
へ
の
円
滑
な

他
出
や
他
出
先
で
の
地
位
達
成
を
保
証
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
た
。
そ
の
後



13

地域人材育成研究第４号　2021 年 6月

の
過
疎
化
の
進
行
を
前
に
高
等
学
校
は
卒
業
生
が
地
域
の
人
材
と
し
て
高
卒
後
に

地
域
に
定
住
す
る
こ
と
や
い
っ
た
ん
他
出
し
た
後
に
環
流
し
て
（
戻
っ
て
き
て
）

地
域
に
定
住
す
る
こ
と
（
Ｕ
タ
ー
ン
定
着
）
を
促
進
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
最
近
に
な
り
、
I
タ
ー
ン
や
地
域
活
性
化
の
展
開
、
高
校
の
全
国
募
集

が
広
ま
っ
て
以
降
は
、
地
方
の
高
等
学
校
は
卒
業
生
が
他
出
し
て
そ
の
ま
ま
Ｕ
タ
ー

ン
し
な
く
と
も
、
関
係
人
口
と
し
て
地
域
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
を
課
題
と
し
た

り
、
よ
そ
者
が
Ｉ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
を
支
援
し
た
り
、
人
材
が
円
滑
に
循
環
す
る

こ
と
（
Ｉ
タ
ー
ン
後
に
再
度
他
出
し
て
関
係
人
口
化
す
る
こ
と
）
を
支
援
す
る
「
よ

そ
者
使
い
」
を
育
て
る
こ
と
を
課
題
に
し
始
め
て
い
る
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
循
環
人

材
が
地
域
の
活
性
化
に
不
可
避
な
現
在
、
彼
ら
を
地
域
に
呼
び
込
み
、
地
域
で
活

躍
さ
せ
る
能
力
を
持
つ
優
秀
な
「
よ
そ
者
使
い
」
を
育
て
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の

で
あ
る
。

　

他
出
時
に
都
市
部
等
の
地
元
地
域
と
の
相
性
の
良
さ
そ
う
な
人
材
と
の
関
係
を

構
築
し
て
、
彼
や
彼
女
ら
を
関
係
人
口
と
し
て
活
用
す
る
能
力
を
持
つ
「
よ
そ
者

使
い
」
や
、
彼
や
彼
女
ら
を
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
循
環
人
材
と
し
て
呼
び
込
み
活
用
す

る
能
力
を
持
つ
「
よ
そ
者
使
い
」
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
都
市
部
と
郡
部

の
別
を
問
わ
ず
今
後
の
高
校
教
育
で
は
重
要
な
課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
奥
尻
高
等
学
校
の
全
国
募
集
と
グ
ロ
ー
カ
ル
な
高
校
教
育
は
卓
越
し
た
「
よ

そ
者
使
い
」
教
育
の
先
行
事
例
で
あ
る
。

　
８　
お
わ
り
に

　

地
域
人
材
育
成
研
究
会
は
奥
尻
高
等
学
校
の
町
立
移
管
の
目
的
が
、
生
徒
数
を

増
や
す
だ
け
で
は
な
い
し
、
島
内
生
の
島
外
で
の
生
活
へ
の
適
応
力
を
高
め
る
だ
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け
で
も
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

本
稿
は
、
奥
尻
高
校
の
町
立
移
管
の
事
例
か
ら
、
町
が
高
校
維
持
の
主
導
権
を

持
つ
こ
と
の
具
体
的
な
意
義
、
高
校
と
地
域
が
学
び
の
共
同
体
と
な
る
と
い
う
こ

と
の
具
体
的
な
意
義
、
公
立
学
校
の
移
管
に
は
分
校
化
（
キ
ャ
ン
パ
ス
校
化
）・
運

営
面
地
域
連
携
・
設
置
者
移
管
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
お
よ
び
内
発
的
改

革
の
四
つ
の
側
面
か
ら
は
奥
尻
高
校
が
設
置
者
移
管
（
町
立
移
管
）
が
四
つ
の
内

発
的
改
革
全
て
の
側
面
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
町
立
移
管
に
よ
っ

て
町
活
性
化
の
人
材
で
あ
る
「
よ
そ
者
使
い
」
や
「
関
係
人
口
」
が
強
く
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。

　

訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
以
外
の
場
面
で
の
町
民
と
の
会
話
の
中

で
、
生
徒
の
希
望
を
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
町
民
の
声
が
複
数
あ
っ
た
。
奥
尻

町
民
に
と
っ
て
奥
尻
高
校
生
は
も
は
や
遠
い
存
在
で
は
な
く
て
自
分
た
ち
の
生
徒

な
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ル
ー
ン
で
は
一
緒
に
学
ぶ
仲
間
で
す
ら
あ
る
。

「
町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
発
表
会
で
は
、
住
民
は
自
分
が
か
か
わ
っ
た
グ

ル
ー
プ
の
発
表
を
自
慢
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
徒
が
島
に
愛
着
や
誇
り

を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
奥
尻
島
で
は
町
民
の
側
も
奥
尻
高
等
学
校
に
愛
着
と
関
心

と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

　

奥
尻
高
等
学
校
の
事
例
か
ら
は
教
育
の
住
民
主
権
（
や
社
会
的
子
育
て
）
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
高
校
魅
力
化
で
は
、
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
地
域
連
携
支
援
員
な
ど
の
制
度
の
構
築
を
通
し
て
、
住
民
が
具
体
的

な
授
業
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
高
校
魅
力
化
と
地
域
の
魅
力

化
は
連
動
さ
れ
て
い
る
。
奥
尻
高
等
学
校
の
事
例
を
見
て
い
る
と
、
教
師
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
町
民
側
か
ら
、
奥
尻
高
等
学
校
に
対
し
て
愛
着
と
関
心
と
誇
り
を
持

ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
生
徒
の
成
長
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
て
い
た
。
地
域
人
材
育
成
研
究
会
の
調
査
結
果
は
、
町
や
住
民
に
と
っ
て
、
地
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元
の
高
等
学
校
や
高
校
生
は
愛
着
と
誇
り
と
希
望
の
対
象
で
あ
り
、
魅
力
化
の
高

校
は
長
い
こ
と
我
慢
し
て
き
た
地
域
住
民
の
高
校
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
と
希
望

の
気
持
ち
を
解
放
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
住
民
に
と
っ
て
の
町
立
移
管

は
町
内
に
在
っ
て
町
内
か
ら
遠
い
存
在
だ
っ
た
高
等
学
校
運
営
の
主
導
権
を
獲
得

し
（
学
習
の
地
域
主
権
）、
住
民
が
地
域
の
子
ど
も
へ
の
思
い
を
表
出
し
高
校
生
段

階
で
の
社
会
的
子
育
て
を
実
現
す
る
有
効
な
方
法
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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